


壮大で華麗なる空間と

　時間を心ゆくまで

　　　お楽しみください

伽羅御所

秋の伽羅御所

政庁

ハス

雪の伽羅御所

紅葉ライトアップ

見返り坂からの桜

スイレン アジサイ

春爛漫ライトアップ

紅葉の伽羅御所
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寄り道スポット3

寄り道スポット4

寄り道スポット5

寄り道スポット6

寄り道スポット2

寄り道スポット1

1

お休み処
えさし藤原の郷

えさし郷土文化館

野外ステージ
舞楽殿

LOCATION BASE
えさし藤原の郷

望楼櫓

金色堂

見返り坂

厨川柵

炎坂

南郭

北郭

工房

アラハバキ

伊治城

安宅関

穀倉群

経清館（旧豊田館）

清衡館（豊田館）

義経持仏堂

中村の郷

河崎柵

藤棚
藤の回廊

天空館

延命千年杉

ロケ資料館

イベント広場

政庁北門

大路

城柵ゾーン

人首川

休憩所

政庁南門

無量光院

伽羅御所

政庁（南側）
町並み政庁（北側）

出入口

紅葉と滝の庭

ホタル
生息地

駐車場駐車場

入場ゲート

2

園内マップほか奥州藤原氏の歴史、主
要な建物の説明がやさしく解説されて

います。説明を読みながら各建物にある専用
スタンプをポンと押すしかけは、子供はもちろ
ん大人にも人気です。全部のスタンプを集め
たら、あなたも歴史博士になれる!?

オリジナルガイドブック
「ガイドでポン」を
片手に園内へ！

1冊200円入場ゲートでお求め下さい。

じ
っ
く
り

体
験
コ
ー
ス

所
要
時
間
約
120
分

お
急
ぎ
コ
ー
ス

所
要
時
間
約
50
分

えさし藤原の郷園内マップ
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

平
安
の
館

寄
り
道
ス
ポ
ッ
ト
❷

政
庁（
北
側
）

政
庁（
南
側
）

伽
羅
御
所

町
並
み

ロ
ケ
資
料
館

政
庁（
北
側
）

政
庁（
南
側
）

天
空
館

寄
り
道
ス
ポ
ッ
ト
❶

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

平
安
の
館

寄
り
道
ス
ポ
ッ
ト
❷

ア
ラ
ハ
バ
キ

寄
り
道
ス
ポ
ッ
ト
❻

義
経
持
仏
堂

寄
り
道
ス
ポ
ッ
ト
❸

中
村
の
郷

安
宅
関

寄
り
道
ス
ポ
ッ
ト
❹
❺

経
清
館

清
衡
館

城
柵
ゾ
ー
ン

金
色
堂

伽
羅
御
所

町
並
み

ロ
ケ
資
料
館

公衆電話
ロッカー
休憩所
喫煙所

レストラン

売店
トイレ
多目的トイレ
身障者用トイレ

自動販売機 Wi-Fi

武士体験
政庁では鎧の着付け体験と弓矢体験が大
人気。兜と鎧を身に着けたり、弓矢で標
的を射抜いてみれば、気分はすっかり平
安時代の武士。誰でも体験ができ、記念
撮影も自由に行うことができます。
〈予約不要：無料〉

時代衣装着付体験
平安時代の衣装を羽織り、気軽に平安
貴族の気分を味わうことができます。お
手持ちのカメラで自由に撮影できます。
〈予約不要：無料〉

紺紙金銀字写経体験
奥州藤原氏初代・清衡公が平和を願い行っ
た写経事業に思いを馳せ体験してみません
か？
金字と銀字で写経が出来るのは、当園だけ
です。
□料　金／紺紙１枚300円
〈予約不要：有料〉

すごろく

投壺（とうこ）

ハマグリ絵付体験
貝合わせに使うハマグリの貝殻に、お好きな絵を描いて楽
しむことができます。旅の小さな記念品を作ってみません
か。また、お土産用のセットもございます。
1枚／200円（税込）　ペア／400円（税込）
※団体（10名様以上）要予約

体験コーナーのご紹介

入場ゲート前乗車

降車

金　色　堂

城柵ゾーン

清　衡　館

経　清　館

見返り坂下

見
学
箇
所

所
要
時
間
約
25
分

乗車定員
13名★1日乗車券

　大人（中学生以上）…200円
　小人（3歳以上）…… 100円
★運行時間（荒天時運行中止）
　9：30～16：30（最終便 16：00）
　　　　  （11月は最終便 15:00）

電動ミニバス
ゆめひら号（有料）

園内を楽々
ガイド付散策♪
園内を楽々
ガイド付散策♪

※イベント開催時やロケ期間中は、
　運行中止の場合があります。
※12月～３月まで冬期間運休します。

伽羅御所
で

7マップ
伽羅御所
で

7マップ

伽羅御所
で

7マップ

伽羅御所
で

7マップ

政庁で
マップ1・2
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入場ゲートを
くぐれば・・・
楽しいイベント広場

❶政
せい

庁
ちょう

（北側）
政治や重要な儀式が執り行われていた政
庁は、新旧ふたつの様式で再現。北側は
８～９世紀頃のまだ東北地方の全土が掌
握されていない古い時代を想定したもの。
正殿を中心に板葺の脇殿、北門と衛舎を
板塀が囲んでいます。

❷政
せい

庁
ちょう

（南側）
南側の朱塗りの建物は律令時代（12世
紀）の政庁の再現です。この時期は唐
の影響を受けて正殿を中心に左右対
称に建物が配置されています。朱塗や
太い丸柱は格式の高さを示していま
す。檜皮葺入母屋造（ひわだぶきいりも
やづくり）の正殿と脇殿は回廊で結ば
れ、高床式の倉を築地塀と上土塀が
囲んでいます。

❸経
つね

清
きよの

館
やかた

陸奥国府の官だった藤原経清が江
刺に移り住んだ11世紀半ば頃の地方
豪族の一般的な館で、第一期豊田
館とも呼ばれます。奥殿と西対の三
棟が茅葺き屋根になっているのが特
徴で、寝殿ほか台所・馬舎・宿直な
どもあり、これらがやがて渡殿で結
ばれて寝殿造へ発展していきます。
豊田館跡から出土した中国産の白磁
四耳壺がえさし郷土文化館に展示し
てあります。

えさしの
語りべ

江
刺
が
史
書
に
登
場
す
る
の
は
１
２
０
０
年
も
の
昔
、
坂
上

田
村
麻
呂
の
東
征
や
蝦
夷
の
族
長
ア
テ
ル
イ
と
の
決
戦
か
ら
。

後
に
登
場
し
た
安
倍
一
族
も
、
東
北
に
根
ざ
し
た
豪
族
で
し

た
。
ま
た
奥
州
藤
原
氏
の
初
代
清
衡
の
父
・
経
清
も
江
刺
に

居
館
を
か
ま
え
、
前
九
年
合
戦
で
は
安
倍
氏
の
側
に
つ
い
て

戦
い
ま
し
た
。
平
泉
前
史
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し

て
清
衡
の
思
い
を
育
ん
だ
江
刺
の
風
土
も
詳
し
く
お
話
し
し

ま
す
。

□
開
催
日
／
毎
週
土
・
日
・
祝
日

□
時
　
間
／
午
前
10
時
30
分
〜
／
午
後
１
時
30
分
〜

□
期
　
間
／
４
月
下
旬
〜
11
月
中
旬

昔から良馬の産地として知られた陸奥の馬は高値
を呼び、また黄金とともに朝廷に献上されました。
歴史上の名馬の多くは陸奥産です。

❹清
きよ

衡
ひらの

館
やかた

後三年合戦で焼失した豊田館は、
清衡により再び江刺に建てられまし
た。その館を再現したのが清衡館（第
二期豊田館）。寝殿を中心に東・北・
西の対屋を渡殿で結び、寝殿の床
を高くし丸柱を使うなど、寝殿造初
期の様式が取り入れられています。
両端に向かって反ったとち葺きの屋
根も特徴です。清衡は、平泉に進出
するまでこの館に居住したといわれ
ます。

大
おお

路
じ

広い大路をゆったりと歩くと平安貴族の気分が
味わえます。

大路では、ゲンジボタル・ヘイケボタルを見ること
ができます。

「源平ホタル観賞会」
６月中旬～７月中旬 ※雨天中止

江
刺
鹿し

し
お

踊ど
り

定
期
公
演

夢ゆ
め

乃の

橋は
し

清衡の偉業である「紺紙金銀字交書一切経」
5300巻余の書写にあたった、写経所の益澤院。
清衡館の裏手からは、益澤院があったといわれ
る岩谷堂増沢地内の山並みを一望できます。

益澤院
遠景

お経見返し
お経見返しの風景画
は、益沢周辺がモチー
フとなったとも…。

天
てん

空
くう

館
かん

入場ゲート脇にある「天空館」では、
年間を通じて様々な企画展などを開
催いたしております。
是非お立ち寄りください。

毎週日曜日の
午前11時と午後2時の2回
（４月下旬～11月中旬）

園
内
の
西
方
の
山
手
の
高

み
に
そ
び
え
る
高
さ
70
ｍ

の
夢
乃
橋
は
、
館
山
史
跡

公
園
と
向
山
都
市
公
園
を

結
ん
で
い
ま
す
。
館
山
史

跡
公
園
の
中
に
は
藤
原
経

清
、
清
衡
父
子
の
木
像
を

安
置
し
た
二
清
院
が
あ
り

ま
す
。

トリックアート
平安の館
トリックアートとは、平面の絵画を立
体的に描き表し、視覚の錯覚を利用
したユニークなアートです。当園では
平安時代をテーマにしたパネルが勢
ぞろい。迫真の演技で写真をどうぞ。
詳しくは12ページ

政
せい

庁
ちょう

（南門）
政庁の正門である南門は、中国唐の時代に倣ってい
ます。屋根は瓦葺きで上には鬼瓦をつけており、門の
前後に太い丸柱がそれぞれ４本あることから八脚門
とよばれ、高い格式を示す造りです。

大路は映画やドラマのロケでもよく使われています。

工房

穀倉群

朝
廷
の
統
治
拠
点
だ
っ
た
政
庁
は

奈
良
時
代
か
ら

平
安
時
代
を
再
現
。

そ
の
壮
大
な
全
容
を
大
公
開
。

清
衡
館
の
一
角
で

じ
っ
く
り
と
、

経
清
と
平
泉
前
史
を
聞
く
！

陸
奥
国
府
の
役
人
・
藤
原
経
清
と

そ
の
息
子
、
清
衡
が
暮
ら
し
て
い
た

豊
田
館
を
２
つ
の
様
式
で
再
現
。

歴
史
浪
漫
、
こ
こ
よ
り
始
ま
る
。

な る ほ ど
ガイド

なる ほ ど
ガイド

「時代によって
　変化する塀の作りを
　　　見てください！」

「清衡が写経させた
　　　　益澤院を一望」

「見返り坂でひと休み」

2寄り道スポット

塀の形にも時代の変遷があります。北側の政庁
を囲む「板塀」は８～９世紀の様式で、一方南側
は12世紀の塀をふたつの様式で表しています。固
めた土壁の上に板屋根を載せた「上土塀」は当時
の一般的な様式ですが、瓦で屋根を葺いた白漆
喰の「築地塀」は格式の高いもので、使用した瓦
の文様は多賀城の発掘品を参考に特別に造った
ものです。

経清館や清衡館へ向かう見返り坂
は、気持ちのよい散策コース。ミ
ヤギノハギが咲き誇る秋は「萩の
細道」ともいうべき美しい風景が
広がります。
また、駐車場方面に
ある白い建物はお休
み処。地元のお土産
や美味しいお食事が
楽しめます。

私たち「炎がいどくらぶ」のメン
バーは、江刺や平泉の歴史や
文化について勉強を重ねてきた
人ばかり。ここを見てから平泉
を訪れれば、歴史の流れもよく
わかると思いますよ。

な る ほ ど
ガイド

奥州
の馬

牛
ぎっ
車
しゃ
で

パチリ!

あの橋は？

晴天時には
、雅

びやかな牛
車に

乗って記念
撮影

もできる！

1寄り道スポット

上土塀

築地塀

板塀

園内のみどころ
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清
衡
が
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

建
立
し
た
金
色
堂
。

木
々
の
中
、
覆
堂
の
な
い
姿
で
再
現
。

な る ほ ど
ガイド

「
野
生
の
動
物
と

　
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
！
」

「
平
安
時
代
は

　
幅
85
ｍ
の
大
路
も

　
　
あ
っ
た
そ
う
で
す
」

清
衡
館
か
ら
城
柵
へ
と
続
く
道
は
、
平
成
５
年
の

大
河
ド
ラ
マ
「
炎
立
つ
」
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
炎
坂
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

深
い
森
に
囲
ま
れ
た
こ
の
場
所
は
自
然
散
策

に
も
う
っ
て
つ
け
。
さ
ま
ざ
ま
な
野
鳥
の
鳴

き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
し
、
運
が
良
け
れ

ば
野
生
の
カ
モ
シ
カ
に
出
会
え
る
か
も
！

金
色
堂
付
近
の
見
晴
し
台
か
ら
眼
下
に
広
が
る
政
庁
や
伽
羅
御
所

の
パ
ノ
ラ
マ
は
圧
巻
！
ま
さ
に
平
安
時
代
の
町
並
み
そ
の
も
の
。

平
安
時
代
の
道
路
は
大
路
と
小
路
の
区
別
が
あ
っ
て
、
重
要
な
大

路
の
中
に
は
幅
85
ｍ
の
も
の
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
平
安
人
が
行

き
交
い
、
牛
車
が
ぎ
っ
こ
ら
ぎ
っ
こ
ら
進
む
そ
の
横
で
は
、
な
ん

と
勝
手
に
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
し
ま
う
人
も
い
た
と
か
！

❺城
じょう

柵
さ く

志波城（盛岡市）の発掘調査などを参考に、東北特有の城柵を再現。
城柵は城の最前線であり、木柵と楼門、櫓門、物見、衛舎によって
構成されています。柵の前面は土塁と空堀になっており、敵が容易
に近づけないようにしてあります。夏の城柵ゾーンは森の緑と池の睡
蓮がきれい。桜、ツツジ、キンシバイ、カキツバタなども咲く案内スタッ
フおすすめの人気ゾーンです。

❻金
こん

色
じ き

堂
ど う

平泉文化の最高傑作である金色堂を、創建当時を
想定して覆堂のない姿で再現しています。藤原清衡
は、戦乱で罪なくして死せられた魂を弔い、奥羽の
安寧と国家の安泰を祈願するとともに、辺境といわ
れた地に都と同じ仏教文化を築くという願いを込め
金色堂を建立しました。中尊寺金色堂は三間四方の
単層方形造で、木造に漆が塗られ、その上に金箔
が張られ、内陣は平安美術の最高傑作といわれて
います。

❼伽
きゃ

羅
ら　の　ご

御所
し ょ

平泉文化の最盛期を築いた奥州
藤原氏三代秀衡の居館を想定し
て再現。平安時代の寝殿造の
様式で、主人の住居である寝殿
を中心に東、北、西の対屋が渡
殿で結ばれ、家臣たちのいる侍
廊、蔵人所、料理所、玄関に当
たる中門なども廊でつながれて
います。西対から伸びる廊の先
端には釣殿もあり、風流な遊び
などに使われました。平安時代
は景観がとても大切にされてお
り、作庭記を参考にして庭園に
は池を配し中島や築山も作り、
周りには各種の木々を配置して
います。寝殿造の様式を再現し
た日本で唯一の建造物です。

当時、奥州は日本でも有数の金山地帯でした。ここ江刺にも古歌葉
金山などがあり、江戸時代まで金が税のひとつにされるほど。これら
が金色堂に代表される平泉の黄金文化を支えていたかもしれません。

奥州
の金

義
よし

経
つね

持
じ

仏
ぶつ

堂
どう

歴史の波に翻弄されて自刃した源義経。その供
養のため造られた御堂で、平安時代の建築様
式をもとに再現されています。ここでは義経の
最期を再現し、武蔵坊弁慶が持仏堂を守ってい
ます。

ここからの風景もおすすめ！

中村の郷
大河ドラマ「秀吉」の時、豊臣秀吉が生まれた
尾張中村の生家を再現してロケが行われた場所
です。こじんまりと質素な建物に、ここから天
下人にまで登りつめた秀吉の成功物語に思いを
馳せてみてはいかが。

アラハバキ
厨川柵の背後にひっそりとたたずむストーン
サークル。東北でさかんに行われていた古代神
信仰の霊場を、秋田県鹿角市の大湯ストーン
サークルを参考に再現したものです。大河ドラ
マ「炎立つ」の際には、神降ろしの道具として
利用されました。

安
あた か の せ き

宅関
源義経とその一行は兄・頼朝から追われ、山伏
姿に身をやつし奥州に向かう途中、安宅関の関
守に通行を咎められるも武蔵坊弁慶の機転で危
機を脱しました。これは江戸歌舞伎十八番「勧
進帳」で有名なシーンです。実際の関は石川県
小松市安宅町にあったとされています。

3寄り道スポット

5寄り道スポット

6寄り道スポット

4寄り道スポット

金色堂にはお線香
やおみくじもありま
す。願いを込めてお
参りしましょう!

見晴し台からの景色

大路

な る ほ ど
ガイド

車
くるま

宿
やどり

平安時代の貴族は往来
のために牛車を利用し、
館には牛車の屋形を格
納する車宿が置かれて
いました。

中尊寺ハス
 ～❼伽羅御所～
伽羅御所の池に咲くハスは「中
尊寺ハス」です。
中尊寺ハスは平泉仏教文化の象
徴、金色堂に眠る奥州藤原氏四
代泰衡公の首桶から発見された
種が、八百年の時を越え花開い
たものです。
奥州藤原氏初代清衡公の「全て
の霊を慰め極楽浄土へ導きたい」
との願いを託し、鎮魂、復興の
象徴の花として、復興の花「中尊
寺ハス」を広める会より、中尊寺・
平泉町のご協力のもと、奥州藤
原氏に縁の深い当園に株分けい
ただきました。

無
む

量
りょう

光
こう

院
いん

庭園は作庭記をもとに
つくられています。

作庭記は平安時代に書かれた、日本最古といわれている
造園指導書。石や池、滝など、寝殿造の庭園について
作庭の考え方と具体的な施工法を文章で記してあり、日
本庭園の原点となっています。

ミ ニ 平 泉 メ モ
平泉にある観自在王院
庭園と毛越寺の間に
は、当時の「車宿」の跡
が残っています。

ここが

ポイント

「
庭
園
の
奥
に
は
無
量
光
院
が
…
」

無
量
光
院
は
、
秀
衡
が
宇
治
平
等
院
を
模
し
て
建

立
し
た
と
さ
れ
る
寺
院
。
発
掘
調
査
に
よ
り
規
模

は
平
等
院
を
凌
ぐ
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
平
泉
の
無
量
光
院
跡
の
西
側
に
は
金
鶏

山
が
あ
り
、
日
が
沈
む
時
は
ま
さ
に
西
方
極
楽
浄

土
の
趣
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
庭
園
奥
に

背
後
の
山
を
借
景
に
実
際
の
距
離
感
を
も
た
せ
て

４
分
の
１
の
大
き
さ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

　

紅葉ライトアップ（10月中旬～11月上旬）

春爛漫ライトアップ（４月中旬～５月上旬）雪景色も趣きがあります

伽羅御所の紅葉は大変見応えがあります（10月中旬～11月上旬）

近くにたくさん寄ってくる「鯉のエサやり」は、子供達に大人気!!
（鯉のエサ代 50円）

な る ほ ど
ガイド

園内のみどころ

当時の食事を再現！
主食は強飯（こわいい）や軟らかい姫飯、粥など。
副食は魚介類、干肉、野菜などで、生食ほかさま
ざまな形に調理し
て食しました。 蘇
や酪と呼ばれる乳
製品もありました。

07 06



こんな映画
や

あんな番
組も・・・

ロケ
しました! 「

え
さ
し
藤
原
の
郷
」は
、

み
ち
の
く
ハ
リ
ウ
ッ
ド

大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
や
人
気
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
建
物
や
景
観
、
周
囲
の
自
然
、
エ
キ
ス
ト
ラ
な
ど
の

条
件
の
よ
さ
が
、
ロ
ケ
地
と
し
て
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

伽羅御所̶政庁路

大路

伽羅御所内部

城柵

政庁南門前政庁南門前

町並み

人首川

清衡館

伽羅御所（夜）

第二大路

伽羅御所反橋

政庁

経清館

ギャラリー

本番中
は

お静か
に!

題名（系列） ロケ日程

大
河
ド
ラ
マ

平成5年「炎立つ」 平成5年2月～6月
平成6年「花の乱」 平成6年1月～6月
平成8年「秀吉」 平成7年5月・平成8年9月
平成9年「毛利元就」 平成8年9月～11月
平成13年「北条時宗」 平成12年8月～9月
平成14年「利家とまつ」 平成13年8月～9月
平成17年「義経」 平成16年9月・12月
平成19年「風林火山」 平成18年10月
平成21年「天地人」 平成20年9月
平成22年「龍馬伝」 平成21年10月
平成24年「平清盛」 平成23年7月～8月
平成26年「軍師官兵衛」 平成25年9月
平成28年「真田丸」 平成27年10月
平成29年「おんな城主 直虎」 平成28年9月
令和2年「麒麟がくる」 令和元年9月～10月

映　
画

陰陽師（東宝） 平成13年3月～4月
陰陽師Ⅱ（東宝） 平成15年3月～4月
ZEN（角川映画） 平成20年4月
TAJOMARU 平成20年11月
源氏物語（東宝） 平成22年9月～10月

ド
ラ
マ

あさきゆめみし（BSハイビジョン） 平成11年10月
宮本武蔵（テレビ東京） 平成12年6月
里見八犬伝（TBS） 平成17年7月～9月
一休さん（フジ） 平成24年6月
アテルイ伝（NHK） 平成24年10月～11月
鉄神ガンライザー（テレビ岩手） 平成24年10月～11月
陰陽師（テレビ朝日） 平成27年5月

そ
の
他

逃走中～日本昔話～（フジ）平成22年6月
逃走中～新桃太郎伝説～（フジ） 平成24年5月
GACKT「サクラ、散ル…」PV 平成25年4月
逃走中～奥様はかぐや姫～（フジ） 平成25年10月
戦闘中～第五陣～「欲望の都」（フジ） 平成25年10月
いきなり! 黄金伝説（テレビ朝日） 平成27年6月

主なロケ実績

平
安
び
と
の
暮
ら
し
に
ふ
れ
る
町
並
み
で
一
息
、

ま
た
、
開
園
以
来
、
約
２
０
０
作
以
上
に
も
及
ぶ

ロ
ケ
の
軌
跡
と
そ
の
裏
側
を
堪
能
。

❽町並み
庶民の家は長板を丸太などで押さえ土間の一部には簡単な低い板床を設け、柱も細い質素な造り
でした。現在は売店などが置かれてあり、昔も今も変わらない往来のにぎわいを伝えています。

ビデオシアターでは、大河ドラマ・
ロケのメイキング映像などを上映し
ています。ここでしか見ることがで
きない撮影の裏側の様々な工夫や仕
組み、出演者の素顔や市民エキスト
ラの活躍を見ることができます。

ビデオシアターゾーン

必見!
園内をめぐって最後にあるのがロケ資料館。園内でのロケ
の様子をわかりやすく紹介しています。撮影小物や台本、
俳優さんが使った小物などを展示しています。ロケの裏話

や最新のロケ情報なども紹介、ロケ好きにはた
まらないスポットです！某ドリンクのＣＭに使っ
た現物も展示中！

こぼれ話  

オシエマス！ ロケの情報がびっしりです！

春爛漫ライトアップ（４月中旬～５月上旬）

砂金採り体験（７月中旬～８月中旬）

園内のみどころ

大河ドラマゾーンでは、「歴史公園え
さし藤原の郷」が開園するに至った運
命的な作品「炎立つ」（平成５年）か
ら最新作品まで、ロケ実績のある大河
ドラマの台本からユニークな小物まで
を一堂に展示しています。

民放･映画・ＣＭゾーンでは、
一大ブームを巻き起こした映画
「陰陽師」をはじめ話題の歴史
ドラマからＣＭ作品まで、様々
なロケ資料を展示しています。
印象的なシーンの舞台となった
場所を捜し歩くのも「えさし藤
原の郷」の楽しみ方の一つです。

大河ドラマに出演された俳
優の方々の「手型」も展示し
ています。
来園の記念に手を重ねてみ
ては。

あの有名な出演者のサイン
色紙を展示しています。

❾ロケ資料館

園内で撮影が行われたドラマや映画など、代表的な作品のロケエピソードやロケ
ポイント、ロケ風景などを「大河ドラマゾーン」「民放・映画・ＣＭゾーン」に分け
てパネルで紹介。ロケで使用した台本や小道具、出演者の鋳物手型やサイン色紙
もあります。

大河ドラマゾーン

民放・映画・CMゾーン

鋳物手型ゾーン

サイン色紙ゾーン

09 08



園内では春の桜やツツジ、アジサイや中尊寺ハス。真夏にはサルス
ベリやムクゲが咲き、秋は紅葉とともに萩の花が見どころです。菊
花で飾られた政庁や伽羅御所もいっそう趣を増します。

お
正
月

イ
ベ
ン
ト

《
１
月
１
日
〜
１
月
３
日
》

新
年
の
幕
開
け
に
ふ

さ
わ
し
い
、
お
め
で

た
い
郷
土
芸
能
の
新

春
公
演
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
み
か
ん

や
お
し
る
こ
な
ど
が

振
舞
わ
れ
ま
す
。

春
ま
つ
り

《
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
》

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
郷
土
芸
能
公
演

や
お
茶
会
、
江
刺
甚
句

ま
つ
り
年
祝
連
の
踊
り

披
露
、
春
爛
漫
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
な
ど
、様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

江
刺
を
代
表
す

る
郷
土
芸
能
で

あ
る
鹿
踊
。
え
さ

し
藤
原
の
郷
で

は
、
そ
の
鹿
踊
団

体
が
一
堂
に
会

し
た
「
百
鹿
大
群

舞
」
を
、
期
間
中
の
8
月
16
日
に
開
催
。
大
地
を

揺
る
が
す
、
太
鼓
と
勇
壮
な
舞
を
心
ゆ
く
ま
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
雨
天
中
止
）
こ
の
他
、
砂

金
採
り
体
験
や
平
安
の
涼
み
体
験
な
ど
親
子
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

清き
よ

　ひ
ら

　こ
う

衡
公

命
日
供
養

《
７
月
中
旬
》

奥
州
藤
原
氏
初
代
清

衡
公
の
命
日
を
偲
ん

で
開
催
。
期
間
中
は
、

江
刺
鹿
踊
奉
納
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

秋
ま
つ
り

《
10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
》

郷
土
芸
能
の
公
演
や
人

気
の
七
五
三
プ
ラ
ン
な

ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

園
内
の
紅
葉
も
見
頃
を

迎
え
、
よ
り
一
層
彩
り

を
添
え
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も

見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

1年の厄をはらう『頭かみ』

萩
ま
つ
り

《
９
月
中
旬
〜
下
旬
》

園
内
に
萩
の
花
が
咲
き

誇
り
ま
す
。
期
間
中
は
、

お
茶
会
や
萩
の
茶
屋「
萩

は
ぎ
抽
選
会
」
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。
初
秋
に

咲
く
、
萩
の
花
を
愛
で

な
が
ら
園
内
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

夏
ま
つ
り

《
７
月
下
旬
〜
８
月
中
旬
》

夏
休
み
期
間
に
合
わ
せ

て
、
砂
金
採
り
体
験
や

平
安
の
涼
み
体
験
、
浴

衣
茶
会
な
ど
家
族
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

年
間
イ
ベ
ン
ト

１
月
１
日
〜
３
日

 

お
正
月
イ
ベン
ト

４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬

 

春
爛
漫
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

 

春
ま
つ
り

６
月
中
旬
〜
７
月
中
旬

 

ホ
タ
ル
観
賞
会

７
月
中
旬

 

清き
よ

衡ひ
ら

公こ
う

命
日
供
養

７
月
下
旬
〜
８
月
中
旬

 

夏
ま
つ
り

９
月
中
旬
〜
下
旬

 

萩
ま
つ
り

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

 

秋
ま
つ
り

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

 

紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

※
開
催
期
間
・
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

花
◇

暦4 月
コブシ ガクアジサイ ミヤギノハギ

ウメ 中尊寺ハス ムラサキシキブ

ソメイヨシノ スイレン モミジ

しだれ桜 花菖蒲 紅葉

ツツジ

5 月 6 月 7月 8 月 9 月 10 月

イ
ベ
ン
ト
広
場

郷
土
芸
能
「
江
刺
鹿
踊
」
定
期
公
演

清
衡
館
休
憩
所

え
さ
し
の
語
り
べ

江
刺
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能
「
鹿
踊
」
が
ご
覧
頂
け
ま
す
。

そ
の
昔
、
猟
師
で
あ
る
夫
の
放
っ
た
銃
弾
か
ら
鹿
を
救
う
た
め
に
自

ら
が
犠
牲
に
な
っ
た
妻
の
墓
の
周
り
を
８
頭
の
鹿
が
柳
の
枝
を
く
わ

え
て
回
っ
て
い
る
姿
を
見
て
感
動
し
た
猟
師
が
供
養
の
た
め
に
踊
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
踊
手
と
の
記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。

□
公
演
日
／
毎
週
日
曜
日

□
時　
間
／
午
前
11
時
、
午
後
２
時
の
２
回
公
演
（
１
回
約
30
分
）

□
期　
間
／
４
月
下
旬
〜
11
月
中
旬

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド「
炎
が
い
ど
く
ら
ぶ
」

が
清
衡
の
思
い
を
育
ん
だ
江
刺
の
歴
史
・
平

泉
前
史
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
を

し
て
い
ま
す
。

□
開
催
日
／
毎
週
土
・
日
・
祝
日

□
時　
間
／
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
3
時

　
　
　
　
　
（
1
回
約
15
分
）

□
期　
間
／
４
月
下
旬
〜
11
月
中
旬

観
覧
無
料

視
聴
無
料

宮沢賢治が愛した鹿踊は江刺を代表する郷土芸能で、現在は15団体がそれぞれ
の踊りを守っています。通常8人で踊るもので、「中立」とよばれる鹿を中心に側鹿、
雌鹿などがそれぞれに太鼓を叩き跳ね踊ります。背に一対のササラを立て鹿角の
ついたカシラを被った伝統装束の一団が、ダイナミックに踊るさまは「カッコイイ！」
の一言。衣装の重さは15kgもあり、とてもハードな郷土芸能です。えさし藤原
の郷では毎週違う団体の公演が行われており、踊りや囃子の違いを見比べるの
も楽しいですよ。

「鹿踊が定期的にご覧いただけるのは
『えさし藤原の郷』だけ！」

春と秋に
は

プロジェ
クション

マッピン
グが

行われま
す。

な る ほ ど
ガイド

記念撮影できます!

江え

刺さ
し

鹿し
し

踊お
ど
り

日
本
一
の

「
百ひ

ゃ
く

鹿し

か

大だ

い

群ぐ

ん

舞ぶ

」

江え

刺さ
し

鹿し
し

踊お
ど
り

日
本
一
の

「
百ひ

ゃ
く

鹿し

か

大だ

い

群ぐ

ん

舞ぶ

」

藤
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❽

❼
❶

❷ ❸
❹

❺❻

入
口

入
口

館内は全て撮影OK！
カメラを忘れずに
お持ちください！

「オモシロ写真コンテスト」を
季節毎に開催しているよ。
みんなでどんどん撮って、

応募してね！！

トリックアートって？
立体的に見える絵画を目の錯
覚を利用して楽しく遊ぶことが
できるユニーク
なアートです。

平
安
時
代
を
テ
ー
マ
に
し
た

〝
世
界
初
！？
〞
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
す
。

思
い
の
ま
ま
に
撮
影
し
て

く
だ
さ
い
。

源平合戦の中でも有名な「八
はっ
艘
そう
跳
と
び」の場面。

船の先端に注目しながら、左右に移動してみると、
船の先端が左右に揺れ動いて見える。都の大路を朱雀門に向かう大行列。その中

にある牛車に乗って平安貴族の気分で写真
が撮れる。

おかしな向きに描かれた風景をバックに、式神に
つかまり写真を撮ってみる。撮った写真を90度回
転させてみると、まるで式神に乗って空中散歩して
いるようだ。

突如襲いかかる鎧武者。そのまま、一刀両断
にされてしまうのか、それともかわすことが出来
るのか…迫真の演技で写真を撮って楽しもう。

弁慶が立ちはだかる不思議な座敷。同じ位の身長の人が
弁慶の両脇に立つと、一人は弁慶よりも大きく、もう一人
は小さく見える「エイムズの部屋」になっている。

「今宵は、そなたも交えて一献酌み交わそうで
はないか」と平安の貴族から誘いを受ける場
面。杯を手に取り、貴族の宴に参加できる。

横向きに描かれた鬼の絵の裏側に回
り、穴から上半身を出して写真をパチリ。
撮った写真を90度回転して見ると、鬼
に捕まれてしまった自分が。

真に迫った筆遣いで描かれた鯉は、絵の中でじっとしていら
れずに、画面を飛び出してしまった。大きく開いた鯉の口は、
絵を見ていた人の頭をパクリ！と…。

揺
れる
船
体

❶

今
宵
は
宴

❷

鯉
の

け
軸
掛

❸

弁
慶
仁
王
立
ち

（
エ
イ
ム
ズ
の
部
屋
）

❼

鬼
手
中！
の
の

❹

一
刀
両
断

❽

式
神
の

遊
覧
飛
行

❻

大

行
牛
車
く

路
を

❺
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体験期間 春期：3月～6月　秋期：9月～11月　※詳しい日程はホームページでご確認ください。

笏

檜 扇 冠

浅 沓

伽
羅
御
所
で
本
格

平
安
体
験

平
安
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
女
性
貴
族
用

の
正
装
、
十
二
単
（
じ
ゅ
う
に
ひ
と
え
）。
大
河
ド

ラ
マ
御
用
達
の
京
都
老
舗
呉
服
店
よ
り
仕
入
れ
た

本
格
的
な
正
式
十
二
単
と
男
性
用
の
束
帯
（
そ
く

た
い
）
の
着
付
が
体
験
で
き
ま
す
。
正
式
な
ら
で
は

の
重
量
感
や
華
麗
さ
で
、
よ
り
リ
ア
ル
な
平
安
貴

族
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。
お一人
で
、
束
帯
と
の
男

女
ペ
ア
で
、
女
性
同
士
で
。
本
格
的
な
正
式
着
付

体
験
で
”平
安
セ
レ
ブ
“を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

① 十二単 20,000円（税別）
 ［身長145cm～／胸囲100cmまで］

② 束帯 15,000円（税別）
 ［身長155～180cm／胴囲95cmまで］

③ 子供大鎧 10,000円（税別）
 ［身長110～140cm］

④ 男の子衣装 6,000円（税別）
 ［身長95～130cm］

⑤ 女の子衣装 6,000円（税別）
 ［身長93～120cm］

◎場　所　伽羅御所（天候等により変更あり）
◎時　間　10時開始～12時終了、13時開始～15時終了
　※1日2組限定です。（1組2名まで。それ以上は要相談）
　※体験内容によっては時間延長になる場合もございます。詳細は予約時にお問い合わせください。
◎オプション ①メイク1名 .............................................................. 3,000円（税込）
 ②お写真1枚【変形八つ切り写真、高級台紙付き】 ........... 6,000円（税込）
 ※プロのカメラマンが撮影致します。※焼増1枚毎に6,000円追加
 ③大垂髪貸出料（おおすべらかし／かつら） .................... 5,000円（税込）
 ※当園スタッフがお付け致します。
 ④垂髪貸出料（すいはつ／かつら） ................................ 5,000円（税込）
 ※当園スタッフがお付け致します。
　※①メイク、②写真は外注スタッフとなりますので、都合によりお受けできない場合もございます。
◎ご予約 体験希望日の2ヶ月前からご予約可能。1週間前までに、お電話・FAXまたは

メール（ホームページからご予約用紙ページにアクセスできます）にて受付致します。
 ※男の子衣装、女の子衣装は3才からご体験いただけます。
 ※キャンセルされる場合は必ず事前にご連絡ください。当日キャンセルされる場合はキャンセル料が
発生します。十二単・束帯は体験料の半額、各オプションについては全額お支払いいただきます。

　※イベントやロケ等により休止、または場所を変更する場合がございますのでご了承ください。
 ※過度な香水・整髪料の使用は、衣装に香りが残るためご遠慮ください。
◎お問い合せ えさし藤原の郷 TEL.0197-35-7791／FAX.0197-35-7978
   E-mail : jyunihitoe@fujiwaranosato.com

◎時　間　11時30分～13時30分
　 ※1日1組限定です。（1組2名まで。それ以上は要相談）

◎対　象 身長145㎝以上の女性限定
◎散策範囲 《平安旅装壺装束体験》
 えさし藤原の郷・お休み処えさし藤原の郷（レストラン・売店）
 《女官装束着付体験》
 伽羅御所
◎ご予約  体験希望日の1週間前までに、お電話にてご予約ください。

TEL0197-35-7791
 ※キャンセルされる場合は3日前までにご連絡願います。

◎お問い合せ えさし藤原の郷 
 TEL.0197-35-7791／FAX.0197-35-7978
 E-mail : jyunihitoe@fujiwaranosato.com

着付風景

大垂髪 垂 髪

平安の雅「正式十
じゅ う

二
に

単
ひと え

・束
そ く

帯
た い

着付体験」
平安旅装「壺装束体験」　［料金］3,500円（税込・入場料別）

「女官装束着付体験」　［料金］5,000円（税込・入場料別）

＜完全予約制：有料＞

伽羅御所
で

ちょっと手軽に

『平安貴族』
変身プラン

ご案内 ◆お客様の使い慣れた足袋や草履の持ち込みも可能です。◆雨天決行ですが、荒天時は中止する場合がございます。◆体験に必要なものは全て貸出いたし
ます。◆かつらやメイクのオプションはございません。◆過度な香水・整髪料の使用は、衣装に香りが残るためご遠慮ください。◆体験料の他に、別途入場料がかかります。
◆壺装束体験は園内自由散策できます。また、体験中のご飲食も可能ですが、喫煙は禁止とさせていただきます。※万が一、汚れや破損等が認められた場合は衣装代金を全額ご負
担いただく場合がございます。◆イベントやロケ等により中止となる場合がございます。予め当園ホームページにてお知らせいたします。
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奥州前沢牛御膳　3,800円（税込）
「前沢牛」をそのまま味わいたい方におすすめです。三陸塩ラーメン　870円（税込）

野田塩・宮古塩を使用した本格塩ラーメンです。

野菜たっぷり麻婆ラーメン
970円（税込）

野菜の旨みが詰まった料理長自慢の麻婆ラーメ
ン。一度食べたら忘れられない味です。

ご予約・お問い合わせ
TEL.0197-35-7790  FAX.0197-35-7735
E-mail : e-rest@fujiwaranosato.com

お休み処えさし藤原の郷は、１階にレストランや売店、
２階に団体専用大ホールなどを完備した寛ぎと楽しみ
のスペース。レストラン清衡では、麺類、御飯類、定
食類など豊富なメニューを取りそろえております。
また、ここでしか味わえないオリジナルメニューも好
評です。
品揃え豊富な売店では、「岩谷堂羊羹」「卵めん」「亀
の子せんべい」などの奥州市・江刺を代表する物産
品を中心に、岩手県内の定番土産を販売しております。
こだわりの逸品が旅の思い出に彩りを添えます。

今から300年前、松屋十蔵
が卵をふんだんに用いた独
特の麺「蘭麺」を造り売り出
したのがはじまりとされ、江
刺の特産となりました。ぜひ
その味をご賞味ください。

岩手のブランド豚、「白金豚」
を使用したカツ丼です。食べご
たえのある逸品です。
※味噌汁、お新香付き

盛岡三大麺の一つ。
しょうが風味が利いた
みそとよく混ぜてお召
し上がりください。 盛岡三大麺の一つ。辛味は

別にしておりますので、お好
みでお召し上がりください。

※ご提供期間にご注意ください。

前沢牛カレー　1,300円（税込）
「前沢牛」を赤ワインでじっくり煮込んだ贅沢
で味わい深い逸品です。

藤原の郷御膳　1,980円（税込）
気仙沼産のマグロの漬丼、江刺の特産卵めんな
ど地場産の「おいしい」が御膳になりました。

えさし御膳　1,380円（税込）
江刺の郷土の味、あんかけうどんを入れた御膳をつく
りました。

地元の食材を使ったお食事やデザート、お飲物な
ど美味しいメニューをご用意しています。
■営業時間
　食事／10：30～16：00（12～3月15：30）
　喫茶／土日祝　9：00～17：00（12～3月16：00）
　　　　平　日　10：00～16：00
　　　　　　　
※オーダーストップは上記時間の30分前。

レストラン清衡 1階／160席

岩手・奥州の特産・名産品を使ったメニューを取り揃えております。
メニュー、価格等につきましては、どうぞお気軽にお問い合わせください。
■営業時間／11：00～14：00

団体専用ホール 2階／500席〈要予約〉

オリジナルラーメン 前沢牛メニュー

おすすめ

メニュー

THE
岩手の
味

江刺特産
卵めん五目風

盛岡冷麺

じゃじゃ麺

白金豚カツ丼

２階の団体様専用のホールは、広々のんびりと
した会場で待たずにお食事できると好評をい
ただいています。事前予約制ですのでご予算に

応じたメニューや食事時間もお客さ
ま次第。団体様はもちろん、グループ
でのご利用も歓迎です。お気軽
にご相談ください。

事前ご予約でゆったりのんびり!

岩手のブランド牛
「秀衡の宴」 6,600円（税込）   「義経の宴」 3,850円（税込） 
“平安時代の体感” を目指し、秀衡や義経が食したであろう『平安時代の食事の
再現』をテーマに、文献や資料を紐解き研究された、現代人に合う「平安時代食」
が新メニューとして登場。奥州藤原時代の栄耀栄華に思いを馳せながら、旬の
食材を取り入れた、贅を尽くしたお食事をご賞味ください。
※お食事場所は、お休み処えさし藤原の郷になります。

◎お申込み人数　5～40名様
◎お申込み期間　ご利用日の5日前までに要予約
◎キャンセル料　5日前／無料　4日前／料金の50％
　　　　　　　　3日前～当日／料金の100％
◎人数変更　減員／キャンセル料と同じ扱い
　　　　　　増員／ご相談の上、対応
※お食事の前には必ず「平安時代食」のご説明をさせていただきます。

体感！平安時代食
＜要予約＞

平安
時代食の
ご案内

お休み処
えさし藤原の郷

で
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E-mail : e-rest@fujiwaranosato.com
TEL : 0197-35-7790　FAX : 0197-35-7735

歴史公園
えさし藤原の郷直営
奥州えさしの物産品
専門オンラインショップ

オンライン物産ショップ

一枚一枚、手焼きで仕上げたおすすめ煎餅です。
一口かじれば香ばしい胡麻の味が口いっぱいに
広がります。

伝統工芸品「岩谷堂
箪笥」の技術を手軽
なお値段でお楽しみ
頂ける商品です。

温和な気候と恵まれた
土壌で育まれた、最高
評価のお米です。

江刺りんごを100％使用したりんご
ジュースです。

国内はもちろん海
外でも大人気の南
部鉄器鉄瓶。鉄分
も摂れ、まろやか
でおいしいお湯が
沸かせて一石二鳥
です。

様々な色や形の急
須を取り揃えてお
ります。

お魚・お肉・野菜
など色んな料理
に使え、そのまま
食卓に出せます。

鋳物金具が
印象的な花
瓶です。

当園ならでは!平安時代衣装のリ
サイクル商品。中でもブックカバー
は「平成28年度いわて特産品コン
クール」で「岩手県市長会会長賞」
を受賞。その他にもシュシュ、マグネッ
ト、コースターなどがあります。

江刺の名菓
「第21回全国菓子大博覧会」で内閣
総理大臣賞を受賞。また第23回では、
名誉総裁賞、そして裏千家お家元よ
り茶道家元賞を頂いております。

奥州江刺（岩手県）の幹竹（からたけ）
を使用し、1本1本丁寧につくりました。
しなやかで、耳に入れたときカリカリッと
軽い感じの音がする繊細な耳かきです。

秋の味覚を代表する「江刺
りんご」が、美味しさそのま
ま！いつでも召し上がれます。

「第22回全国菓子大
博覧会」で名誉総裁賞
を受賞した銘菓です。 ３種類がセットになったお得な商品もございます。

江刺の名産
岩手県南部の船着き場として栄えた蔵の町江刺岩谷堂に今から300年程
前、遠く長崎からキリシタン松谷十蔵が訪れ、ここを永住の地としました。
十蔵は、オランダ人から伝授された鶏卵をふんだんに使った「蘭麺」を売り
出しました。これが現在の「卵めん」の始まりと伝えられています。

サラミ、ハンバーグ、肉みそなど。

地酒の宝庫である
岩手県の銘酒を
数多く取り揃えて
います。旅のお土
産にどうぞ。

かもめの玉子
前沢牛商品

盛岡三大麺
冷麺・わんこそば・じゃじゃ麺

スタッフ
おすすめ！

亀の子せんべい

鍋敷き・
ペーパーウェイト

江刺金札米

江刺りんごジュース

鉄瓶・五徳

急須焼き焼きグリル

花瓶

古布リサイクル商品

岩谷堂
羊羹

奥
州
・

江
刺
の

物
産
品

岩
手
県
の

定
番
土
産

え
さ
し

藤
原
の
郷

限
定
商
品

岩
手
を
代
表
す
る

奥
州
・
江
刺
の

物
産
品

手づくり 平安耳かき

弁慶のほろほろ漬

へるしーりんご・
ドライフルーツ

卵めん

南部せんべい
手焼きせんべい

岩手・奥州江刺の名産・特産品を
豊富に取り揃えております。旅のお
土産に、こだわりの逸品をどうぞ。
■営業時間　9：00～17：00
■TEL.0197-35-7734

売　店
1階

ホームページアドレス
http://www.fujiwaranosato.net/
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祈
り
の
か
た
ち

奥
の
院

江
刺
の
大
地
を
知
る

セ
ン
タ
ー
棟

先
人
の
知
恵
と
技
を
学
ぶ

体
験
棟 え

さ
し
郷
土
文
化
館

多
彩
な
展
示
と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ
、江
刺
地
方
の
歴
史
と
風
土
。

　
え
さ
し
藤
原
の
郷
に
隣
接
し
、
博
物
館
相
当
の
展
示
室
と
体
験
棟
を
併
せ
持
つ
複
合
型

施
設
で
す
。

　
展
示
室
で
は
平
安
時
代
の
仏
教
美
術
品
を
中
心
と
し
た
地
域
の
信
仰
の
系
譜
を

示
す
優
品
や
世
界
文
化
遺
産
「
平
泉
」
に
連
な
る
奥
州
藤
原
氏
関
連
の
貴
重
な
資

料
な
ど
が
観
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
産
業
基
盤
で
あ
る
農
業
関
連
資
料
も
充

実
。
古
代
か
ら
近
・
現
代
に
い
た
る
米
づ
く
り
の
歴
史
を
資
料
な
ど
、
江
刺
金
札

米
で
知
ら
れ
る
米
ど
こ
ろ
江
刺
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

企
画
展
や
講
座
な
ど
が
随
時
開
催
さ
れ
、
江
刺
地
方
に
伝
わ
る
多
彩
な
歴
史
と
文
化
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
体
験
教
室
で
は
さ
き
織
り
、
そ
ば
打
ち
、
陶
芸
、
勾
玉
作
り
な
ど
の
豊
富
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
先
人
の
営
み
を
知
り
江
刺
地
方
の
伝
統
と
風
土
を
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市指定文化財

白
はく

磁
じ

四
し

耳
じ

壺
こ

　平安時代
豊田館跡から出土した中国（北宋
時代）産の陶磁器。奥州藤原氏の
文化と交易力を裏付ける優品で、
12世紀初頭頃のものと推定され
ています。

国宝

紺
こん

紙
し

金
きん

銀
ぎん

字
じ

交
こう

書
しょ

一
いっ

切
さい

経
きょう

（複製）平安時代
元永2年（1119）、中尊寺建立の資とするため江刺郡益澤
院で藤原清衡とその妻が願主となって書写させた装飾経。

体験メニュー 定　員 所要時間 料　　金
そば打ち 4～20名 約90分 1,200円（試食込）
さき織り 2～15名 約60～90分 900円～
陶芸（手びねり）※ 4～30名 約60～90分 1,500円（送料別）
陶芸（ろくろ）※ 2～8名 約120分 3,000円（送料別）
おやつ作り 4～20名 約90分 900円～（試食込）
染物（ハンカチ） 4～30名 約60～90分 1,000円

体験メニュー 定　員 所要時間 料　　金
染物（布バッグ） 4～30名 約60～90分 1,200円
もちつき（納豆・きな粉）（９月～５月） 10～30名 約60～90分 700円～（試食込）
勾玉作り 4～40名 約90分 800円
紙すきはがき 4～20名 約60～90分 500円

重要文化財

木
もく

造
ぞう

兜
と

跋
ばつ

毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

 （複製）平安時代
江刺地方に残る代表的な平安彫刻で
トチ材を使用した一木造り。
ナタ掘りが施された毘沙門天が地天
女の手のひらに支えられています。
11世紀頃の制作。

（花巻市・小原善次氏蔵）
江戸時代の中期につくられた西国・坂東・秩父の百観音と
丈余の聖観音によって構成される101体の観音像群。

えさし郷土文化館 ※料金は税込表記です。  

〒023-1101岩手県奥州市江刺岩谷堂字小名丸102-1
TEL.0197-31-1600　FAX.0197-31-1601
URL : http://www.esashi-iwate.gr.jp/bunka　
e-mail : denchoku@pon.waiwai-net.ne.jp

■開館日／年中無休　※特別展・企画展準備期間は休館とさせて頂く場合がございます。
■開館時間／9：00～17：00（冬期間11月1日～2月末日までは16：00閉館）
　※ペットの持ち込みはご遠慮ください。
■入館料／［個人］ 大人：300円／高校生：200円／小・中学生：150円
　　　　／［団体］ 大人：250円／高校生：150円／小・中学生：100円
　※団体は15名様以上とさせていただきます。
　※お得な「えさし藤原の郷」との共通入場券もございます。
　※上記料金は、消費税込の料金となります。

塼
せん

仏
ぶつ

　平安時代
豊田館跡から出土した灰白色の粘
土を素焼きにした仏像。顔部は欠
失していますが、金剛界大日如来
と見られます。

陶芸
「手びねり」「ろくろ」の2種類。作品は自然乾燥・
素焼・本焼を経て1カ月半～2カ月後に完成します。

染物
「ハンカチ」と「バッグ」の2種類。型抜きした染
型を使って鮮やかに模様を染める型染体験です。

さき織り
古布を再利用してコースターを織ります。はた織
り機は明治時代頃から使われている機械を使用し
ます。

そば打ち
江刺産のそば粉を使用して「こねる・のす・切る」
までを体験し、完成したそばを試食します。

勾玉
古代人のアクセサリー作り。原材料の滑石をサン
ドペーパーでけずって、丁寧に磨けば完成。色ぬ
りもできます。

15種類のメニューから選べる「もち料理」

江
刺
地
方
に
残
る
仏
教
美
術
品
や
平
泉
文
化
を
彩
る
奥
州
藤
原
氏
関
連
の
諸
物
を

は
じ
め
、
地
域
信
仰
の
歴
史
を
示
す
豊
富
な
文
化
遺
産
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

主
に
農
業
史
関
連
資
料
を
通
じ
て
江
刺
地
方
の
豊
か
な
歴

史
を
概
観
で
き
ま
す
。
ま
た
、
研
修
室
や
第
二
展
示
室
で

は
展
覧
会
・
講
座
な
ど
が
随
時
開
催
さ
れ
、
多
彩
な
テ
ー

マ
で
地
域
文
化
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
学
ぶ
こ
と
、
は
た
ら
く
こ
と
、
楽
し
む
こ
と
、
生
き
る
こ
と
」
の
全
て
が
フ
ラ
ッ
ト
に
結
び
つ
く
郷
土
の
先
人

達
が
培
っ
て
き
た
知
恵
と
技
術
を
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
ば
打
ち
・
も
ち
料
理
・
陶
芸
・
さ
き
織
り
な
ど
江
刺
地
方
な
ら
で
は
の
「
食
」
と
「
工
芸
」
に
よ
る
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、「
知
る
こ
と
で
考
え
、
表
現
す
る
こ
と
で
自
分
を
磨
く
」
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
満
ち
た
時
間

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
る
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
の
交
流
も
魅
力

の
一
つ
。
夏
休
み
や
冬
休
み
の
期
間
に
は
特
別
体
験
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
／
有
料
）

　

　

な る ほ ど
ガイド

なる ほ ど
ガイド

「
江
刺
の
歴
史
と

  

文
化
の
全
容
を
紹
介
!
」

「
手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

  

実
感
し
て
く
だ
さ
い
」

奥
州
藤
原
氏
父
祖
の
地
で
あ
る
江
刺
の
歴

史
と
文
化
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。
遺
跡

か
ら
の
出
土
品
や
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た

仏
像
な
ど
の
文
化
財
を
展
示
、
観
音
巡
礼

札
所
１
０
０
ヵ
所
の
尊
像
を
全
て
揃
え
た

１
０
１
体
の
「
中
善
観
音
」
は
圧
巻
、
ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

こ
こ
で
は
さ
き
織
り
や
そ
ば
打
ち
、

勾
玉
作
り
や
陶
芸
な
ど
の
体
験
が
楽

し
め
ま
す
。
地
元
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
得
意
の
分
野
を
担
当
。
観
光

客
や
修
学
旅
行
、
子
供
会
や
親
子
レ

ク
な
ど
楽
し
み
方
は
自
由
、
手
づ
く

り
の
思
い
出
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
？

市指定文化財 中善観音

● 各体験料の他に入館料がかかります。
● お申し込みは体験希望日の一週間前までにお願いいたします（材料等の準備のため）。
● その他、時間や人数等ご相談に応じます。お気軽にご連絡ください。
● その他、夏休み・冬休み期間には特別体験教室を開催。
● 詳しくは、お問い合わせください。

※陶芸作品の完成品は後日（約1カ月半～2カ月）郵送になります（送料別途）。
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大船渡線
気仙沼～盛間
BRT運行中

三陸自動車道
順次開通予定

107

284

396

106

いわて花巻空港

いわて沼宮内

一ノ関
気仙沼

陸前高田

大船渡線

北上

新花巻

遠野

釜石線

山田線

盛岡

大船渡

水沢江刺

えさし
藤原の郷

花巻温泉

宮守IC

田野畑

久慈

釜石

宮古

花巻IC

花巻南IC

盛岡IC

花巻JCT

北上JCT

東和IC

二戸

八戸

水沢IC

平泉前沢IC

一関IC

三陸鉄道
リアス線

東北新幹線

東北本線

東北自動車道

■ 開園時間
 9:00～17:00（通常期）
 （冬期間11月1日～2月末日までは16:00閉園）
 ※入園は閉園の1時間前までにお願いいたします。
 ※障がい者割引有（窓口にお問い合わせください。）

■ 個人入場料金
 大人：800円／高校生：500円／小・中学生：300円

■ 団体入場料金（15人以上）
 大人：600円／高校生：400円／小・中学生：200円

■ えさし藤原の郷・えさし郷土文化館共通料金
＜個人＞
　大人：900円／高校生：550円／小・中学生：350円
＜団体＞
　大人：700円／高校生：450円／小・中学生：250円

 ※無料駐車場完備
 ※ペットの連れ込みはご遠慮ください。
 ※ロケ期間中は施設のご見学を一部制限させていた

だく場合がございます。予めご了承ください。
 ※料金は税込表記です。

INFORMATION

ACCESS

歴史公園えさし藤原の郷
江刺開発振興株式会社　

〒023-1101 岩手県奥州市江刺岩谷堂字小名丸86-1
● TEL.0197-35-7791　● FAX.0197-35-7978
●URL : https://www.fujiwaranosato.com　●E-mail : info@fujiwaranosato.com

■ 鉄道（JR）
　・水沢江刺駅から車で約15分

■ 飛行機（JAL・FDA）
 ・いわて花巻空港から車で約50分
 ・仙台空港から車で約1時間50分

■ 東北自動車道
 ・水沢ICから車で約15分

● えさし藤原の郷から各観光地への所要時間
 ・平泉まで車で約40分
 ・花巻温泉まで車で約50分
 ・猊鼻渓まで車で約50分
 ・遠野市内まで車で約50分
 ・盛岡市内まで車で約80分

お問い合わせは
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